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報告  

コミュニケーション教育をベースとしたプロフェッショナリズム教育 

The Professionalism education based on the communication education 
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医療コミュニケーション教育は歯科医学教育のグローバルスタンダードとなっているが、日

本における歴史は浅く、国内の多くの歯科大学・歯学部では 2006 年に正式実施となった共

用試験OSCE に伴って導入されたと言っても過言ではない。それゆえ、歯科医学教育におい

て医療コミュニケーション教育が正式な講義科目として位置づけられ、学生が単なる概念論

にとどまることなくロールプレイや模擬患者とのセッションにより実学としてのコミュニケーション

を学べるようになったことは画期的だと言える。しかしながら、医療コミュニケーション教育と同

様に欧米の歯科医学教育では確立されているにもかかわらず、国内では講義科目としていま

だ十分に確立されていない領域に、プロフェッショナリズム教育がある。今回、医療コミュニケ

ーション教育とプロフェッショナリズム教育との関係性について紐解き、九州歯科大学で我々

が行ってきたプロフェッショナリズム教育ならびに日本歯科医学教育学会の倫理・プロフェッ

ショナリズム教育委員会が行ってきた活動について報告する。 

 

１．コミュニケーション教育とプロフェッショナリズム教育の関係性 

コミュニケーションスキルとプロフェッショナリズムは、それぞれ欧州や米国の歯科学生が歯

科医師になるまでに身につけておくメジャーコンピテンスのひとつとしてあげられている１）、２）、３）。

また、英国の医学教育者 Harden らは医師に求められるコンピテンスを三重の同心円からなる

Three-Circle Modelで表した。これは中央の円がタスクの遂行能力、その外側の円がタスクの

捉え方、一番外側の円はプロフェッショナリズムを表す。医療コミュニケーションは 2 番目の円

（Approach to tasks）に属し、プロフェッショナリズムは前述のように一番外側の円（As a 

professional）に属している。このようにコンピテンスという観点からみると、両者は異なっている。

しかしながら、認知領域、情意領域、精神運動領域という Bloom４）の唱える教育目標のタキソ

ノミーでは、コミュニケーションもプロフェッショナリズムも認知・精神運動領域に属する点もあり

ながら、コミュニケーションには「共感」、プロフェッショナリズムには「態度」があることから、両

者の一部は情意領域に属するというという関連性がある。情意領域を身につける過程は、（受

容）→（反応）→（価値付け）→（組織化）→（個性化）という段階を経るが、この情意領域の教
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育には内面をその表出した部分から捉えることしかできないため、一筋縄ではいかないという

難しさがある。 

 

２．九州歯科大学に於ける螺旋型プロフェッショナリズム教育 

大西ら５）は「振り返りによる学習」が効果的な教育法の一つであると報告している。我々はコ

ミュニケーションの教育手法（Significant Event Analysis、シナリオベース、ファシリテーション、

Reflection、患者の物語としてのナラティブベース）を礎として、1 年次生から臨床研修歯科医

に至るまで、正課内外における繰り返してレベルを上げていく螺旋型プロフェッショナリズム教

育を実施している。そのコアとなるのは、1 年次と 4 年次学生の合宿、医療コミュニケーション

科目（Ⅰ～Ⅲ）、歯科医療人育成学科目（Ⅰ～Ⅲ）、登院式、臨床研修医の合宿である。また、

情意領域の教育を理解・実践することを目的に、2011 年より毎年プロフェッショナリズム教育

のシンポジウムとワークショップを主催している。これには学内および学外の教員のみならず

学生の自発的参加もあり、本学のプロフェッショナリズム教育の実践に寄与している。 

 

３．良き歯科医師になるための 20 の質問と倫理事例集 

著者が所属する日本歯科医学教育学会倫理・プロフェッショナリズム委員会は「良き歯科

医師になるため 20 の質問、倫理的検討事例集（2013 年度版）」６）を作成した。「20 の質問」は、

2011 年に開催された「臨床の場でよき歯科医師として実際に態度で示し、行動できる歯科医

師を育てるためのワークショップ」の暫定プロダクトの成果を整理したもので、どの学年の学生

にもわかりやすい言葉で学生が自身の言動を振り返る機会を得られるようにしている。また、

倫理的検討事例集は歯科医療関連の問題解決における倫理的論証の手引き書であるデン

タル・エシックス７）とは異なり、日本の国内事情に即した内容とし、14 名の執筆者による 42 事

例を収載している。前半の 23 事例では議論点を示して検討するためのいわばヒントを比較的

詳細に示し、後半の 19 事例では構造的振り返りの援助を示している。また、臨床場面のみな

らず、日常の学生生活に関わる事例を多く掲載している。今後、各歯科大学でのプロフェッシ

ョナリズム教育の手引き書として活用した際のフィードバックをもらい、教育の物的資源として

の利用価値を高めていく必要がある。 

 

このようにコミュニケーション教育の手法や評価は、プロフェッショナリズム教育を実践する

上で活用できる点が多々存在する。今後、コミュニケーション教育の活用と展開についての情

報交換を行い、歯科医療人の育成へ貢献したい。 
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